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令和元年 12 月 27 日 
港湾局整備推進課 

 
みなとみらい 21新港地区９街区事業者提案に対する市の考え方 

 
１ ９街区の位置づけ 

 新港地区では、歴史的資産や港の景観保全に配慮した再開発を進めています。特に９街区は、

馬車道方面から新港ふ頭への入口に位置するとともに、当地区の軸線を形成する新港３号線に

面し、汽車道から赤レンガ倉庫に至る動線の途中にあります。また、水際線にも大きく面して

いるため、水辺空間としても期待されます。 

 

 
 
２ ９街区に求められる景観創出 

(1) ボリュームと高層棟の配置 

 新港地区では海への見通しを確保するため、低層を主体に歩行者が建物の長大感や圧迫

感を感じない対策が必要となります。 

 また、新港３号線に面する外壁部分は、街並みの連続性を印象的に演出するとともに、島

へ入るゲート空間を意識したデザインを期待しています。 

(2) 歴史性への配慮 

 赤レンガ倉庫に代表される歴史性を大切にしており、単に素材を揃えたり、細部を真似る

ことではなく、歴史的建造物を尊重していることをデザインしていただきたいと考えてい

ます。そのため、人の集まる場所歴史的遺構などを配置し、横浜の歴史を考える、ふれると

いった機会を意識的に設けるような間接的な工夫も有効だと考えます。 
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敷地概要 

○所在地 

中区新港一丁目 15番地 

○敷地面積 

16,825.84 ㎡ 

都市計画による制限 

○用途地域：商業地域 

（建ぺい率 80％／容積率 400％） 

○高度地区：（最高限）第７種高度地区 

○地区計画：みなとみらい 21新港地区地

区計画Ａ地区 

○横浜港臨港地区：商港区 

○景観計画・都市景観協議地区 
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(3) 賑わいの配置 

 ９街区は新港地区への入口に位置し、桜木町駅から赤レンガ倉庫を結ぶ動線上にあるも

のの、賑わいという点においては、これまでの来街者との関係は希薄でした。そのため、低

層部には積極的に賑わい施設を配置し、周辺環境の改善に寄与していただくことが重要と

考えられます。 

 (4) 水際線プロムナードとの関係づくり 

 水際線プロムナードとの連携によって地区の回遊性を高め、また、島としての魅力を生み

出すことで、新港地区全体に寄与していくことが重要です。そのため、水際線に対して開放

的で、お互いに補完し合うような空間や賑わいづくりが望ましいと考えます。また、８街区

側からも視覚的・空間的な誘導が重要となります。 

(5) 緑化について 

 当地区の来街者にとって健康で快適な環境を確保するため、「緑の環境をつくり育てる条

例」により、緑化率 10%を求めています。 
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３ 事業の概要 

(1) スキーム 

 PFI事業(BTO方式)による、国の横浜地方合同庁舎(仮称)の施設整備、維持管理。 

 

(2) 事業者 

 ヨコハマしんこうパートナーズ株式会社 

・代表企業：戸田建設（株） 

・構成員 

  設計・監理企業：（株）梓設計 

  建設企業   ：戸田建設（株） 

  維持管理企業 ：（株）ハリマビステム、IHI運搬機械（株） 

  運営企業   ：綜合警備保障（株） 

 

(3) 建物概要 

用途 横浜地方合同庁舎（仮称） 

延床面積 48,324.7㎡ 

高さ 35.46ｍ 

階数 地上７階 

入居官署 

東京入国管理局横浜支局横浜港分室、横浜税関、横浜検疫所、横

浜公共職業安定所、植物防疫所研修センター、横浜通商事務所、

横浜国道事務所、京浜港湾事務所、横浜営繕事務所、横浜海上保

安部、神奈川行政評価事務所、横浜中税務署、東京国税不服審判

所横浜支所、横浜保護観察所、横浜地方検察庁分室 

 

(4) 事業スケジュール 

 令和２年（2020年）９月 着工予定 

 令和５年（2023年）３月 しゅん工予定 
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４ 景観形成の考え方 

(1) 水際線プロムナードとの関係づくり 

 水際線に沿って、東西に長いロビーや食堂を設け、デッキテラスやベンチの設置とともに、

外構と一体となった水辺空間を創出する計画となっています。 

 ロビーには大きなガラス面を使用して、開放的な空間とし、さらに水際線から８街区側へ

と視線が通るようにエントランスホールを設けています。 

 

(2) 歴史性への配慮 

 建物の外観は、低中層部を濃い赤レンガ調、高層部はやや明るめの茶色とする計画であり、

赤レンガ倉庫を始めとする歴史的建造物を尊重したデザインとなっていますが、素材等に

ついては引き続き協議していきます。 

 一方、外構部は、新港地区の歴史や遺構の屋外展示を行う計画となっており、来訪者が歴

史に触れる機会を創出しています。 

 

(3) 賑わいの配置 

 館内に一般も利用できる食堂と売店が設けられています。また、赤レンガパーク側に広場

を設け、キッチンカーを配置する計画となっています。キッチンカーの運営体制や、継続性

の担保等について、引き続き協議していきます。 

 

(4) ボリュームと高層棟の配置 

 各階に庇を設け水平を強調するとともに、東西に長い壁面は、門型フレームによって分節

化することで長大感の低減が図られています。 

 新港３号線側（建物西面）はナビオス横浜の低層部と対を成す外観とすることで、新港地

区のゲート性を感じさせるデザインとなっています。 

 

(5) 緑化について 

 植栽計画は、みなとみらい周辺地区で見られる代表的な既存樹種を選定し、都市緑化の連

続感を担保していますが、外構部における、隣接街区との連続性や具体的なしつらえについ

て、引き続き協議していきます。 

 

(6) その他 

 夜間照明の計画、屋外広告物の計画等については、引き続き、地区のガイドラインに沿っ

て調和した秩序ある広告景観となるよう、竣工までに協議していきます。 



景観形成の考え方

令和元年12月
ヨコハマしんこうパートナーズ（株）

横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業

議事４ 資料２
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3横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成) 計画地概要 01
①

④ ⑤

⑥ ⑦

② ③

01 計画地概要



4横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

整備目標
①地区計画を踏まえ、近代港湾の発祥の地として歴史的遺産や港の港湾に配慮した計画
②多種多様な用途の官署の機能を満足し、行政サービス向上に資する施設整備
③人居官署の災害対応活動に資する施設整備
④木材の有効活用を目指した施設整備
⑤環境負荷低減を図る施設整備

02 建築概要

断面機能構成図

事業方式
・PFI事業（BTO方式、サービス購入型（福利厚生諸室運営は独立採算））

事業スケジュール
・工期 令和2年9月～令和5年3月
・維持管理・運営期間 令和5年4月～令和15年3月

事業者
・ヨコハマしんこうパートナーズ（株）
・代表企業 ：戸田建設（株）
・構成員

設計・監理企業：（株）梓設計
建設企業 ：戸田建設（株）
維持管理企業 ：（株）ハリマビステム、IHI運搬機械（株）
運営企業 ：綜合警備保障（株）

本施設来庁者
駐車場

事業の目的
本施設は本敷地及びその周辺に分散している国の地方機関（15官署）の耐震性能
不足・老朽化・狭あい化等の課題を踏まえ、各官署を集約・立体化し、所要の耐震
安全性を確保した合同庁舎として整備することにより、利用者の安全性・利便性及び
公務の能率増進を図ることを目的としている。

施設全体イメージ

施設概要 02



5横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)
新港地区、周辺地域全体の回遊性を高める
・本敷地は2本の橋の袂にあり、桜木町駅から汽車道、馬車道から万
国橋、山下公園や日本大通りから新港橋を経て赤レンガ倉庫につな
がる歩行者回遊動線の「結節点」である。本施設は、それらの動線
をつなぎ、地域全体の回遊性を高める計画とする。

人々が滞留できるヒューマンスケールな場の創出
・新港地区はイベントに対応した広場空間は多いものの、人々が日常
時間を過ごすことができる、ヒューマンスケールな空間が少ない。
本施設の建設により、この地区では平日も多くの人が訪れるように
なることから、人々を受け止める細やかな居場所を創出する。

新港の歴史をつなぎ、人々をつなぎ、にぎわいをつなぐ庁舎

当街区の景観コンセプトに基づく5つの空間
①水際空間に開かれた施設構成

②回遊動線の結節点となる「ポケットパーク」

③新港地区の歴史を未来へつなぐ「並木の散歩道」

④赤レンガ広場と連携し、にぎわいを創出する「広場」

⑤新港地区の玄関となる「ゲート性」の創出

03 景観形成の考え方

空地の考え方 (横浜市配布資料より)

景観形成の考え方 03

周辺地区からの人の流れ



6横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

A-A‘断面：視線が通り抜ける開放的なエントランスホールのイメージ

04 施設配置

来庁車出入口

南側主出入口

北側
主出入口車寄せ

公用車出入口

施設配置イメージ

セットバックセットバック

来庁者
駐車場

本施設

コンビニ

売店

食堂 ロビー

EV
ホール

EVホール

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

視線の通り抜け

Ａ

Ａ’

施設配置 04
水際空間に開かれた施設配置
・当街区の景観コンセプトに基づき、本施設の主出入口を南側に
設けるとともに、水際線プロムナードに面して、待合ロビー、
食堂、売店を設置することで、水際空間に開かれ、人々が集う
施設配置とする。

・水際線プロムナードに沿って、2階より上部の外壁面をセット
バックさせ、2階屋上に来庁者憩いの空間「しんこうデッキ」
を整備することで、水際線プロムナードとの一体感をより高め
た計画とする。

南北をつなぐエントランスホール
・北側前面道路に対して、公用車駐車場及び来庁者駐車場の出入
口を設ける。来庁者駐車場出入口に、施設の車寄せ及び北側の
主出入口を設置する。

・南北2か所の主出入口をつなぎ、南北方向へ通り抜けが可能な3
層吹き抜けのエントランスホールを設置する。エントランス
ホールは1階及び2階レベルにて、南北方向の視線の通り抜けを
確保することで、建物内より水際線を見通せる開放的な空間と
する。

配置の考え方 (横浜市配布資料より)



7横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

05 水際空間の確保

風除室

水際線プロムナードと一体化した施設イメージ

水際線プロムナード周りイメージ

南側主出入口

水際線プロムナード

ロビー

EVホール
売店

食堂

デッキテラス

パースの視点

北側主出入口へ

万国橋

新港橋へ

EV
ホール

：歩行者動線

水際線に開かれた
居心地の良いロビー空間
ソファが置かれた待合
スペースとして機能

水際線の眺望を妨げないよう
中低木を中心とした植栽とする

外部利用も可能な食堂・売店

食堂や売店で買った商品を
デッキテラスで飲食できる計画

水際空間の確保 05

：水際空間の眺め

水際プロムナードと一体化した景観形成
・水際線プロムナードに面する待合ロビー、食堂
の外壁面はガラス張りとし、街ににぎわいを発
信する。食堂には屋外で飲食可能なデッキテラ
スを設置する。

・1階ロビーや食堂のデッキテラス、そして2階し
んこうデッキによる立体的な構成によって、水
際線プロムナードと一体となった豊かな景観を
創出する。

しんこうデッキと建物イメージスケッチ



8横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

並木の散歩道イメージ掲示板と産業遺構展示イメージポケットパークベンチのイメージ

06 街並みの形成

ポケットパーク

コンビニ

車寄せ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

来庁者駐車場へ

UP

DN

UP

来庁車出入口 公用車出入口
ベンチ

赤レンガ
倉庫へ汽車道へ

車いす駐車場

産業遺構展示台 官署用掲示板
W2m×15箇所

ベンチ

キッチンカー停車
想定スペース

北側主出入口

ベンチ

風除室

回遊動線の結節点となる「ポケットパーク」
・汽車道から赤レンガ倉庫への動線、万国橋方面から新港
地区への動線、そして新港ふ頭客船ターミナルからの回
遊動線の結節点となる敷地北西角部に「ポケットパー
ク」を設ける。

・ポケットパークに面して24時間営業のコンビニエンス
ストアを設置する。コンビニで買った食べ物や飲み物を
木陰で休んで一休みできるベンチを設置することで、歩
行者に「溜まり場」を提供する。

新港地区の歴史を未来につなぐ「並木の散歩道」
・ポケットパークから赤レンガ倉庫への動線となる北側歩道
は、敷地内歩道と一体に整備し、高木列植を施すことで歩
行者にゆとりある歩行空間「並木の散歩道」を提供する。

・「並木の散歩道」は、入居する15官署の掲示板を設置する
とともに、新港地区の歴史や変遷を伝える展示や、地区の
観光案内等を設置する。さらに、本施設工事中に発掘され
る近代産業遺構等を展示することで、新港地区の歴史を歩
行者に伝え、未来へ継承する。

街並みの形成 06

並木の散歩道

歴史的な遺構の展示例（馬車道）

官署
掲示板

ベンチ

ベンチ
展示台

新港地区客船ターミナルへ

万国橋へ



9横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

06 街並みの形成

賑わいを創出する「広場」
・赤レンガ広場に面した敷地東部は、オープンスペースとして整備
することで、赤レンガ倉庫での催物に呼応したイベントの開催や、
サブイベント会場としても利用可能な計画とする。（上記計画に
ついては赤レンガ倉庫様にもヒアリングを実施済）

・当施設の職員や来庁者向けにキッチンカーを誘致することによっ
て、イベントの行われない平日においても、街に賑わいを創出す
る。（キッチンカーの計画は次頁参照）

・広場は、所々に歩行者が休憩することができるベンチや植栽を設
ける。キッチンカーで購入した食品を座って食べたり、休憩した
りできるヒューマンスケールな寄り付きの場を設けることで、街
に賑わいを創出する。

街並みの形成 06

広場

広場の舗装はコンクリート舗装
（ブラスト仕上げ、一部洗出し）

赤レンガパーク

象の鼻パークへ

横浜税関へ

キッチンカー停車
想定スペース

連携

レンガベンチ

キッチンカーによるにぎわい創出イメージ

広場のベンチ、植栽イメージキッチンカーイメージ

キッチンカー

植栽樹



10横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

06 街並みの形成

にぎわい創出計画

街並みの形成 06

・水際線プロムナードに面した万国橋側に食堂・売店を設置
する。職員や来庁者以外も自由に利用可能な計画とするこ
とで水際線プロムナード側に歩行者を誘導し、にぎわいを
創出する。

③〈 食堂・売店 〉

・ナビオス横浜、横浜ワールドポーターズに面した北西交
差点側に、24時間営業のコンビニエンスストアを設置す
る。平日、休日問わず歩行者回遊動線の結節点として、
街ににぎわいを発信する。

②〈 コンビニ 〉

１.横浜赤レンガ倉庫の回遊性への波及効果

来館者：約660万人（2016年）

来館者の属性

① 交通手段：電車による来館者（64％）

② 近隣回遊：横浜赤レンガ ⇔ 中華街（32％）

横浜赤レンガ ⇔ 元町・山下公園（23％）

横浜赤レンガ ⇔ ワールドポーターズ（15％）

横浜赤レンガ ⇔ マリン＆ウォークヨコハマ（10％）

横浜赤レンガ ⇔ ランドマークプラザ（9％）

にぎわい創出のイメージ

・赤レンガ倉庫に面した東側「広場」及び北側の「並木の
散歩道」の一部にキッチンカーを誘致する。職員や来庁
者だけでなく観光客も利用可能となることで人のにぎわ
いが街に表出する。

①〈 キッチンカー 〉

③食堂・売店

②コンビニ

①キッチンカー

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ロビー

：歩行者動線

：にぎわい施設

赤レンガの催しと連携し、暑い時期や寒い時期も集客力を高めます。

。

（並木の散歩道付近）

（並木の散歩道付近）に配置を考えています。赤レンガやみなとみらいの風景を眺望



11横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

・基壇部は門型フレームの連続により、街並みにリズム
をもたせるとともに、レンガタイルによる温かみと親
しみのあるテクスチュアとする。

・中層部（２～３層目：高さ約１５ｍ）は、周囲の建物
とのつながりや赤レンガ倉庫との調和を考慮して、
赤レンガの色彩に合わせた計画とする。

・水際線プロムナードに面する南側は、ガラススクリー
ンによって、内部の人々のアクティビティが映し出さ
れる活力あふれるファサードとする。

街並みをつなぎ、にぎわいを創出する

水際線プロムナード側 立面イメージ

・長大な建物であることに配慮して、建物全体の高さを低く
抑えるとともに、メンテナンスバルコニーを兼ねた庇に
よる陰影と水平性を強調することで、周辺景観への圧迫
感を低減したデザインとする。

・新港地区の原風景である赤レンガ倉庫をはじめとする倉庫
のデザイン手法を継承し、無駄な装飾を排した機能的な
ファサードに、新港地区の玄関口としてのゲートを象徴
する門型フレームをアクセントとすることで、長大な
ファサードを適度に分節する。

・国の庁舎としての端正さ、安心感を備えたデザインとする。

新港地区の玄関口としてのゲート性の表出

新港中央公園側 立面イメージ

赤レンガ倉庫図面（横浜市HPより） 昭和初期の新港地区

07 建物デザイン

建物デザイン 07



12横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

高さ15m程度

街並み景観ガイドラインより抜粋

・万国橋側の立体駐車場は、軒高20mのラインに揃えて上部に軒庇を
設け、万国橋通りの景観に配慮する。また、対面するナビオス横浜
やワールドポーターズのデザインを参照し、壁面の高さを15m程度
までレンガ調のデザインとすることで、新港地区の入口としての
ゲート性を高める計画とする。

・新港3号線の既存街路樹と合わせた高木植栽を行い、ナビオス横浜側
の既存2列植栽と合わせた対のデザインとすることで、新港地区の入
口にふさわしい計画とする。

万国橋側建物ボリュームの考え方

・新港橋側は、周辺からの赤レンガ倉庫への見通し景観に配慮して、
建物ボリュームはできるだけ離隔を確保するとともに、前面を広場
として整備する。

・建物デザインは、高さを15m程度までレンガ調のデザインとするこ
とで、赤レンガ倉庫の色彩に合わせるとともに、地区全体としての
まとまりのある街並みを形成する。

新港橋側建物ボリュームの考え方

赤レンガ倉庫

本施設

赤レンガパーク
広場

対面する赤レンガと連携可能なオープンスペース

新港橋からのイメージ

赤レンガ倉庫と本施設（新港橋側ボリューム）

本施設

新港１号線

新港１号線

07 建物デザイン

高さ31m

ナビオス横浜

新港3号線

立体駐車場

本施設

高さ20m程度

高さ15m程度

ナビオスと本施設（万国橋側ボリューム）

建物デザイン 07

既存街路樹
2列植栽(新植)

既存2列街路樹

高さ15m程度

赤レンガ倉庫



13横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

A:新港橋から見た本建物南東面イメージ B:万国橋から見た本建物南西面イメージ

C:ワールドポーターズから見た本建物北西面イメージ D:赤レンガ倉庫から見た本建物北東面イメージ

建物デザイン 07

07 建物デザイン

外観イメージ（中景）



14横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

新港中央広場側イメージ 水際線プロムナード側イメージ

建物デザイン 07

07 建物デザイン

8街区側イメージ
(横浜市配布資料より)

水際線プロムナード側イメージ
(横浜市配布資料より)

外観イメージ（近景）



15横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

08 景観シミュレーション

フォトモンタージュ（遠景）

景観シミュレーション 08

視点場２（影響なし）視点場１（影響なし） 視点場３（影響なし）

視点場４ 視点場５

キープラン（景観ガイドライン)

視点場2

視点場3

視点場4

視点場5

視点場1

視点場キープラン

建物ボリュームを低く抑えることで、赤レンガ倉庫との調和を図っている 水平方向を強調したスカイラインにより、新港地区全体の景観との調和を図っている



16横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

08 景観シミュレーション

景観シミュレーション 08

①万国橋からの眺望

③8街区側からの眺望②赤レンガ倉庫2棟間広場からの眺望

①万国橋からの眺望

②赤レンガ倉庫二棟間広場からの眺望

③8街区側からの眺望 眺望点キープラン

水平線を強調したデザインとするとともに、赤レンガ倉庫との色彩の調和を図っている 赤レンガ調の外壁と植栽により、歩行者への圧迫感を軽減した低層部

立体駐車場の高さをナビオス横浜と揃え、対を成す構成とすることでゲート性を創出する

クイーンの棟の位置

フォトモンタージュ（中景）



17横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)
植栽計画

・横浜市が計画する新港地区の緑のネットワークを生かし、敷地低層
部への積極的な緑化を行うとともに、「しんこうデッキ」や各々の
「広場」を中心とした緑のネットワークを形成する。

・樹木はみなとみらい周辺地区で見られる代表的な既存樹種を選定し
都市緑化の連続感を担保し、国際大通りから続くクスノキ、海岸通
りのイチョウを並木として植える。

3)主要構成樹種
・樹木は、台風や塩害に配慮して、耐潮性を有し、周辺地域にて実績のある樹種の選定を行う。

2)緑地率算定

09 緑化計画

緑化計画 09

水際線のみどり

・プロムナードを歩く人々に、季節感と歩く楽しみを提供できる植栽計画
とする。水際線プロムナードの既存樹木と連携するような計画とする。

・居場所をつくるみどりとして、木陰や季節感をもたらす緑の計画や、高
木だけでなく中低木のみどりも合わせた計画とする。

万国橋から繋がるみどり

・馬車道から連なる並木との連携に配慮した2列植栽とする。

新港中央広場との連携

・木陰やベンチと合わせた緑化計画とすることで歩いて楽しい街路を創出
する。

・コンビニ前のポケットパークには、人々が座れるベンチと木陰となる高
木を植栽する。

広場の緑

・建物の足元廻りは植栽を密とすることで、建物のボリュームを低減する。
・緑が視線の抜けやビューポイントを阻害しないよう、広場の高木植栽は

最低限とする。

立体的な緑

・しんこうデッキに屋上緑化を施し、立体的な緑化により、対岸からの
見下ろし景観に配慮する。

しんこうデッキしんこうデッキ

既存樹と連携した植栽計画とすることで、みどりを
つなげ、水際線プロムナードの回遊性を高める

建物際の植密に
よりボリューム
感の低減

しんこうデッキの屋上にも植栽を施すことで立体的かつ
豊かな風景とすることで、対岸からの景観に配慮する。

新港中央公園のみどりと呼応し、
赤レンガ倉庫への動線をつくる高木列植ベンチと木陰空間の創出

既存街路樹と合わせた2列植栽とする。

高木
新植

既存樹
(敷地外)



18横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

10 夜間景観

夜間景観 10
夜間景観 新港区の夜間景観と調和を生む色温度や配光、人の居場所に賑わいを演出する光溜まりを作りつつも、

庁舎として華美になりすぎない歩行者の安全を保つ最小限の照明計画とします。
外構照明の考え方



19横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)夜間景観

10 夜間景観

夜間景観 10

建築外壁ブラケット照明

建築外壁頂部照明

樹木アッパー照明 アプローチポール照明

北側立面図

南側立面図

西側立面図 東側立面図

頂部照明は、四隅角部及び塔屋壁面をウォールウォッシャー照明で
浮かび上がらせることで、建物のスカイラインを強調するとともに、
適度に分節化を行う計画とする。

ベンチ下
間接照明

コンビニ漏れ光

建築外壁頂部照明

アプローチポール照明産業遺構展示照明掲示板内設照明樹木アッパー照明

建築外壁頂部照明

樹木アッパー照明

建築外壁頂部照明

樹木アッパー照明 広場ポール照明



20横浜地方合同庁舎（仮称）整備等事業 基本設計

3-4-1 (3) 内部諸室計画(建物構成)

赤レンガ倉庫から見た本建物北東面イメージ

万国橋から見た本建物南西面イメージ

10 夜間景観

夜間景観シミュレーション

夜間景観 10



第２号様式（第６条第１項） 

（第１面） 

都市景観協議申出書 

  令和元年12月11日  

（申出先） 

横浜市長 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第９条第２項の規定により、次のとおり都市景観協議

を申し出ます。 

 

１ 
都市景観協議地区の 
名称 

みなとみらい21 

新港地区 

地区区分の 

名称 A地区 

２ 
都市景観形成行為を 
行う敷地等の位置等 神奈川県横浜市中区新港１丁目15 番地（地名地番） 

３ 
都市景観形成行為の 
種類 

■ 建築物の建築等 

□ 工作物の建設等 

□ 開発行為等   

□ 屋外広告物の表示若しくは屋外広告物を掲出する物件の設置 

□ その他の行為（土地の形質の変更、木竹の伐採、物件の堆
たい

積、 

特定照明、その他〔                〕） 

４ 
特定都市景観形成 
行為の該当 ○有E A ・ 無 

５ 
都市景観形成行為の 
着手予定日 2020年  9月   日 

※受付処理欄 

受付年月日 年   月   日 

 

（注意）１ 申出者の住所及び氏名は、法人にあっては主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名を記入してくだ
さい。 

２ 署名することにより、氏名の記入及び押印に代えることができます。 
３ ※印の欄は、記入しないでください。 
４ 魅力ある都市景観を創造するための方針及び行為指針の内容に照らして、必要な事項について記載してくだ
さい。 

５ 同一の敷地等について２以上の種類の行為を行おうとするときは、一の申出書によることができます。 
６ 次の図書を添付してください。（行為の種類や規模等により、市長が支障が無いと認める場合は、図書の一

部を省略することができます。） 
(1)  位置図（敷地等の位置及び当該敷地等の周辺の状況を表示するもの） 
(2)  当該敷地等及び当該敷地等の周辺の状況を示す写真 
(3)  建築物、工作物、アプローチ、外構及び緑地等の敷地等における配置・整備方針を示すもの 
(4)  街並み等と立面計画との関係を示すもの（市長が認めた種類の行為にあっては、添付を省略することが

できます。） 
(5)  平面図その他市長が必要と認める図書 

（Ａ４） 

住所 神奈川県横浜市西区みなとみらい 4-4-2 
横浜ブルーアベニュー13 階 
 

申出者 氏名 ヨコハマしんこうパートナーズ株式会社 

       代表取締役 鴨下 靖弘 ○印  

    電話 045（228）9738 

議事４ 資料３ 



（第２面） 

都市景観形成行為の概要 

１ 建築物の建築等 

ア 行為の種類 ■新築 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途  事務所（国の合同庁舎）、駐車場、売店 

ウ 敷地面積  16,825.14 ㎡ 

エ 高さ(階数）  約35.5ｍ   （地下     なし、地上     ７階） 

オ 行為面積 
延床面積    約 48,500㎡ 

増築面積               ―㎡ 
外観変更面積            ―㎡ 

カ その他  

２ 工作物の建設等 

ア 行為の種類 □新設 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途(種類)  

ウ 敷地面積                                  ㎡ 

エ 規格(ｻｲｽﾞ)  

オ 行為面積 築造面積                 ㎡ 外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

３ 開発行為等 

ア 区域の面積                       ㎡ 

イ 予定建築物の用途  

ウ 法(ﾉﾘ)の高さ                       ｍ 

エ 敷地面積の最小規模                       ㎡ 

オ 木竹の保全等の面積                       ㎡ 

カ その他  

４ 屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置 

ア 行為の区分等 

□自己用        □非自己用 

□壁面看板（  箇所） □袖看板（  箇所） □屋上看板（  箇所） 

□広告塔・広告板（  箇所） □その他（     、     箇所） 

イ 規模(規格/ｻｲｽﾞ)等 

□壁面看板         

□袖看板  

□屋上看板  

□広告塔・広告板  

□その他（    ）  

ウ その他  

５ その他の行為 

ア 行為の種類  

イ 行為の内容  

ウ その他  

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
（Ａ４） 

 



（第３面） 

計画趣旨等説明書 
敷地特性等の説明 

敷地特性や 

敷地の周辺状況、 

景観的特徴など 

敷地は、万国橋、新港橋という新港地区への重要なアプローチとなる 2 つの橋

の袂に位置し、新港地区の玄関口となる重要な街区です。 

また、桜木町方面から汽車道を通って赤レンガ倉庫に向かう動線や、象の鼻パー

ク方面、馬車道方面など、様々な動線が行き交う結節点でもあります。 

南側は水際線プロムナードに大きく開かれ、北側は新港中央広場に面していま

す。東側は赤レンガ広場、西側は新港地区のメインストリートである万国橋通り

に面しており、特徴ある景観を有しています。 

 

計画趣旨説明  

配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の考え方 

１ 建物高さに関する事項 （ガイドライン Ｐ20） 

 

① 

（Ａ地区）建築物の高さが 31ｍを超え
る場合、赤レンガ倉庫や海への眺望を
阻害せず、周辺に圧迫感を与えないよ
う形態意匠を工夫する。 

大規模な施設でありながら、敷地の有効利用により、
階数を 7 階建てに抑えることで、31ｍを超える部分
の高さも 約 35ｍ程度とすることで圧迫感の低減を
図ります。 
建物を西側に寄せて、南東側に広場を設け、、クイー
ンの塔への見通しにも 配慮します。 

② 

（Ａ地区）土地に定着する工作物で高
さが 31ｍを超えるもの又は建築物に定
着する工作物で当該工作物の最上部の
高さが地盤面から 31ｍを超えるもの
は、新港地区内及び対岸から赤レンガ
倉庫や海への眺望を阻害せず、周辺に
圧迫感を与えないよう形態意匠を工夫
する。 

無線アンテナや信号灯など、施設の機能上、屋上に
設置することが必要な工作物については、設置位置
について十分 に配慮します。 
 

③ 
（Ｂ地区）建築物の高さが 20ｍを超え
る場合、赤レンガ倉庫や海への眺望を
阻害しないよう形態意匠を工夫する。 

該当しない。 

④ 

（Ａ地区以外）土地に定着する工作物
で高さが 20ｍを超えるもの又は建築物
に定着する工作物で当該工作物の最上
部の高さが地盤面から 20ｍを超えるも
のは、新港地区内及び対岸から赤レン
ガ倉庫や海への眺望を阻害しないよう
形態意匠を工夫する。 

該当しない。 

２ 見通し景観の確保に関する事項 （ガイドライン Ｐ22） 

 

① 
「視点場６」から赤レンガ倉庫への眺望
を確保する見通し景観を形成する。 

眺望は確保されています。 

② 
「見通し景観軸」上の植栽や盛土は、魅
力ある見通し景観を確保するような配
置とする。 

見通し景観は確保されています。 

③ 
赤レンガ倉庫の２棟間においては、横浜
港大さん橋国際客船ターミナル及び横
浜ベイブリッジへの眺望を確保する。 

眺望は確保されています。 

３ 水際空間の確保に関する事項 （ガイドライン Ｐ25） 

 ① 
「水際線プロムナード」は、水際の連続
性を感じられるしつらえとする。 

「水際線プロムナード」に沿って、人々が座って水
景を眺められるベンチや潤いある植栽帯を連続して
設けます。 



② 
「水際線プロムナード」の植栽は、敷地
側から海が感じられるよう視線が通る
樹種や配置とする。 

「水際線プロムナード」側の植栽は、建物内から運
河への見通し景観を損ねないよう樹種選定に配慮し
ます。 また、屋上緑化を 2 階にも施し、立体的な
景観を創出することで、対岸からの風景にも配慮し
ます。 

 

（第４面） 
計画趣旨等説明書 

計画趣旨説明  

配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の考え方 

 

③ 
「水際線プロムナード」の橋に接する部
分は、新港地区の玄関として特徴ある橋
詰め広場を創出する。 

万国橋の袂となる敷地北西角に面して店舗を設け

るとともに、前面にオープンスペースを整備するこ

とで、新港地区 の玄関として特徴ある橋詰広場を

創出します。 

④ 

橋詰め広場に面する建築物は、新港地区
の玄関として工夫を行う。 
ア 建築物は、新港地区の玄関であるこ
とが感じられる形態意匠とする。 
イ 建築物の低層部は、橋詰め広場に向
かった外観の演出など、魅力的な橋詰め
空間を創出する。 

ナビオス横浜の低層部と対を成す建物外観ボリュ
ームとすることで、新港地区のゲート性を感じさせ
るデザインとし ます。 
建物の低層部を約６ｍセットバックさせ、歩道の延
長としての植栽帯を設けるとともに、店舗の顔が橋
詰広場に向か って開かれたデザインとします。 
 

⑤ 

「水際線プロムナード」に接する敷地
は、「水際線プロムナード」に向かって
開放的な空間を設け、賑わいを創出する
利用や植栽の設置などにより、ゆとりあ
る水際空間の演出を行う。 

「水際線プロムナード」に沿って、東西に長いエン
トランスホールや食堂を設け、デッキテラスやベン
チの設置とと もに、外構計画と一体となったゆと
りある水際空間を創出します。 

⑥ 

「水際線プロムナード」に接する敷地の
建築物は、「水際線プロムナード」に向
かって大きな開口や通り抜け通路を設
けるなど開放的なしつらえとし、水際に
対して圧迫感を与えない形態意匠とす
る。 

「水際線プロムナード」に沿って設けたエントラン
スホールはガラス張りとし、開放的な構成とすると
ともに、南北 方向に向かって通り抜け通路を設け
ます。 

⑦ 

「水際線プロムナード」に接する敷地の
建築物には、「水際線プロムナード」に
面して一体的に市民が利用できる店舗
等の空間を配置する。 

「水際線プロムナード」に沿って市民も利用できる
食堂と売店を設けます。 

⑧ 
護岸や岸壁は、石積みとするなど歴史を
感じられるしつらえとする。 

該当しない。 

４ 街並み形成に関する事項 （ガイドライン Ｐ27） 

 

① 

新港３号線に接する敷地の壁面後退部
分には、道路内の植栽と並ぶ位置で二列
植栽を行い、道路と敷地が一体となって
連続的で緑豊かな街路空間を形成する。 

道路内の植栽と並ぶ位置で二列植栽を行い、道路と
敷地が一体となって連続的で緑豊かな街路空間を
形成します。 

② 
道路などに接する部分に設置する垣又
はさくは、開放感のある形態意匠とす
る。 

敷地境界沿いには柵は設けず、開放的な形態意匠と
します。 
 

③ 
植栽は、街路樹や緑地などと調和のとれ
た樹種とする。 

高木はみなとみらい周辺地区で見られる代表的な
既存樹種を選定し都市緑化の連続感を担保し、国際
大通りから続く クスノキ、海岸通りのイチョウを
並木として植えます。 
 

④ 
建築物の道路に面する低層部には、店舗
や市民が利用できる空間など、街に活気
を生みだすための空間を配置する。 

通行量の多い万国橋交差点に民間収益施設（コンビ
ニ）を設けます。土日を含み、毎日 24 時間営業す
るコンビニは賑わいをもたらします。また新港地区
の歴史や遺構の 屋外展示を行うとともに、キッチ
ンカーを誘致し、街ににぎわいを生み出します。 



⑤ 

街に活気を生みだすための空間の外壁
は、ショーウィンドウ等の大型の開口部
を設けるなど、歩行者空間から賑わいを
うかがえる形態意匠とする。 

民間収益施設、売店、食堂のファサードに大きなガ
ラス面を使用し、開放感を高めることで歩道から賑
わいがうかがえる形態意匠とします。 
 

⑥ 
建築物の交差点に面する部分は、街並み
の連続性を阻害しないよう、形態意匠の
工夫を行う。 

交差点の前面には人溜まりとなるオープンスペー
スを設けます。 
 

⑦ 
壁面の緑化などにより、街に彩りを与え
る工夫を行う。 

建物周囲の歩道空間を積極的に緑化するとともに
人々がくつろげるベンチを設置することで、街に彩
りを与えます。 
 

⑧ 
（Ｃ地区）みなととしての機能を尊重し
ながら、新港地区の歴史が感じられる空
間づくりを行う。 

該当しない。 

（第５面） 
計画趣旨等説明書 

計画趣旨説明 

配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の考え方 

５ 建物等のデザインに関する事項 （ガイドライン Ｐ31） 

 

① 
建築物は、街並みにおける建築物の圧迫
感を低減するため、板状を避け分節化な
どの工夫を行う。 

各階に庇を設け水平を強調するデザインとするこ
とで、高さ方向の圧迫感を低減します。 また東西
に長い壁面は、門型フレームにより分節化します。 
 

② 

新港３号線に面する建築物の外壁の部
分は、街並みの連続性を印象的に演出す
るため、高さ 20ｍ程度のラインを強調し
た形態意匠とする。 

新港３号線に面する、立体駐車場は高さ 20m ライ
ンを強調した立面とします。 
 

③ 

建築物は、歴史やみなとらしさを演出す
る個性と風格のある形態意匠とする。 
ア 新港地区全体としてまとまりのあ
る景観を創出するため、歴史的シンボル
施設である「赤レンガ倉庫」に象徴され
る歴史的資源と調和する形態意匠とす
る。 
イ “島”としての立地を活かし、海や
対岸からの眺望に配慮した形態意匠と
する。 
ウ ガラス面への張り紙の設置は避け、
風格のある形態意匠とする。 
エ 新港地区の入口に位置する建築物
は、“島”の玄関が感じられる形態意匠
とする。 
オ 奇抜なものを避け、風格のある形態
意匠とする。 

建物低層部及び中層部の色彩は、赤レンガ倉庫との
調和に配慮します。 
建物の高さを低層かつ均一とし、さらに敷地北西側
の既存の建物高さを超えないようにします。 
これによって、海や対岸からの眺望に配慮した形態
意匠となるように配慮します。 
 
ナビオス横浜や赤レンガ倉庫の外壁意匠を参照し、
高さ 15mまでレンガ調とする等、対面敷地と対にな
ることで “島”の玄関が感じられるデザインとし
ます。 
 
水平庇を基調とした端正で風格のある外観としま
す。 
 

④ 
建築物は、対岸から赤レンガ倉庫への眺
望を意識した配置及び高さとする。 

高さを抑えたデザインとすることで、対岸からの眺
望に配慮します。 

⑤ 
建築物の頭頂部は、引き締まった風格が
感じられ、周辺の街並みと調和するよう
工夫する。 

建物頂部は、31ｍを超える部分を中央に配置するこ
とで、神奈川県庁舎や横浜税関、第二合同庁舎にみ
られるような 左右対称の端正で引き締まった風格
ある外観とします。 

⑥ 

建築物の外壁は、歴史性を表現するレン
ガや石材又はこれらの質感を持つ素材
と、水際に対して開放性を高めるガラス
を組み合わせた形態意匠とする。 

外観の色彩計画は、景観ガイドラインに基づき、低
中層部は濃い赤レンガ調、高層部はやや明るめの茶
色の塗装とします。 
本施設と来庁者用駐車場の外観デザインを合わせ
ます。 
本施設の南面 1 階はガラスを多く用いて水際に対
して開放感のある意匠形態とします。 



⑦ 
工作物は、新港地区内の建築物と調和
し、歴史やみなとらしさを演出する個性
と風格ある形態意匠とする。 

該当しない。 

６ 色彩に関する事項 （ガイドライン Ｐ34） 

 ① 
建築物の外壁及び工作物の色彩は、推奨
色とすることにより、新港地区としてま
とまりのある街並みをつくる。 

外観の色彩計画は、推奨色とし、低中層部は濃い赤
レンガ調、高層部はやや明るめの茶色とします。 
 

７ 屋外広告物に関する事項 （ガイドライン Ｐ37） 

 

① 
建築物又は工作物の中層部又は高層部
に設置又は表示する屋外広告物は、落ち
着きのある中景及び遠景を創出する 

該当しない。 

② 

建築物又は工作物の低層部に設置又は
表示する屋外広告物は、賑わいに効果的
なデザインや色彩等を工夫し、質の高い
広告景観を創出する。 

売店の看板は、賑わいに効果的なデザインや色彩等
を工夫し、質の高い意匠・配置とします。 
詳細は別途協議をします。 

③ 
催事等のために一時的に設置するもの
は、質の高い広告景観を演出する。 

催事の際に設置する場合は別途協議します。 

（第６面） 

計画趣旨等説明書 
計画趣旨説明  

配慮すべき｢行為指針｣ 都市景観の形成に関する申出者の考え方 

８ 屋根・屋上に関する事項 （ガイドライン Ｐ42） 

 ① 
 

建築物は、屋上緑化や屋根形状の工夫に
より、周辺地区からの見下ろしに対し、
風格を感じられる見下ろし景観を創出
する 

建物 2 階部分のデッキには緑化を計画します。 
屋上の室外機等は目隠しや整然とした機器配置と
するなどの美観対策を講じることによって、周辺地
区からの見下ろ しに配慮します。 

９ 駐車場・駐輪施設に関する事項 （ガイドライン Ｐ43） 

 

① 

建築物の内部に取り込むなど、街並みの
連続性を阻害しないようにし、やむを得
ず建築物の外部に設置する場合は、周辺
から駐車車両が見えないよう、駐車場又
は駐輪施設の外周及び施設内に植栽を
配置する等の工夫を行う。 

駐車場はすべて建物内部に取り込み、街並みの連続
性に配慮します。 

② 
建築物の内部に設置するものは、壁、ル
ーバーや植栽等の設置により街並みの
連続性を阻害しない形態意匠とする。 

立体駐車場は、本施設と同様の外観デザインを施し
ます。 
 

③ 
出入口は、歩行者の安全性を確保しつ
つ、植栽等の設置により街並みの連続性
を阻害しないしつらえとする。 

車両出入口は見通し良く設えることで、歩行者の安
全を確保します。 
また、敷地南側の水際線プロムナードからの主玄関
も設け、職員や来庁者の安全性を確保します。 
歩道部分には植栽を連続させて街並みの連続性を
阻害しないしつらえとします。 
 

④ 

駐車場への主要な出入口は、新港３号線
又は臨港幹線に面する位置への設置を
避け、街並みの連続性を阻害しないもの
とする。 

官用車車庫および来庁者用駐車場への出入口は、敷
地北側からとします。 

10 夜間景観の演出に関する事項 （ガイドライン Ｐ44） 

 

① 

建築物の低層部の壁面や敷地内の歩行
者空間に設置する照明は、夜間の安全性
と賑わいをつくるため、道路照明と調和
のとれたものとする。 

ベンチや植栽に沿って低い位置に連続して設ける
ことで、夜間の安全性を確保するとともに、新港地
区らしい落ち着いた夜間景観を創出します。 
また、ベンチ下照明や売店からの漏光等、人々の活
動場所に光だまりを作り、賑わいをもたせます。 



② 
魅力ある街路空間を演出するため、建築
物内部の照明が外部に漏れるようしつ
らえの工夫を行う。 

低層部の食堂や売店は大きなガラス面を用いるこ
とで、建築物内部の照明が外部に漏れだす計画とし
ます。 
 

③ 
夜間景観を演出する照明は、温かみのあ
る色温度 3,000ケルビン程度の光源を用
いる。 

演出照明は、温かみのある色温度 3,000 ケルビン
程度の光源を用います。 
 

④ 

水際線の照明は、水面への映り込みを意
識して低位置に連続して行うなど、海か
らの眺望や周辺地区からの見下ろし景
観を演出する。 

水際線の照明は、ベンチに沿って低い位置に連続し
て設け、建物低層部のガラス面からの漏れ光により
水面への映り 込みを意識した計画とします。 
 

⑤ 

夜間の魅力あるスカイラインを創出し、
遠景における街の象徴性を表現するた
め、建築物の頭頂部に照明の演出を行
う。 

本庁舎のパラペット部分を照らすことで夜間のス
カイラインを創出します。 
 

⑥ 
橋梁の照明は、“島”への玄関であるこ
とを認識できる演出を行う。 

該当しない。 

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
 

（Ａ４） 



 

 

申出に対する協議事項及び協議の方針（案） 

 
敷地特性等に関する事項  

敷地特性や敷地の周辺状況、景観的特徴など 市の考え方 

敷地は、万国橋、新港橋という新港地区への重要

なアプローチとなる2つの橋の袂に位置し、新港地区

の玄関口となる重要な街区です。 

また、桜木町方面から汽車道を通って赤レンガ倉

庫に向かう動線や、象の鼻パーク方面、馬車道方面

など、様々な動線が行き交う結節点でもあります。 

南側は水際線プロムナードに大きく開かれ、北側

は新港中央広場に面しています。東側は赤レンガ広

場、西側は新港地区のメインストリートである万国

橋通りに面しており、特徴ある景観を有しています。 

新港地区９街区は、水際線プロムナードに大

きく面していますが、現状の水際線プロムナー

ドは、既存建物によって遮断されていること、

連続した歩行者空間の一部になり得ていない

ことから、利用者が少なく、今計画での改善が

望まれます。対岸や橋梁の上、また赤レンガ倉

庫の２棟間広場の軸線上にあることから、中景

の見え方に特に配慮が必要となります。また、

赤レンガ倉庫への動線となることから、水辺空

間との相乗効果によって来街者が楽しむこと

のできる賑わい施設が配置されることが必要

です。 

 

計画趣旨に関する事項 
行為指針 

(番号) 
申出者の考え方 協議事項及び協議の方針 

１－① 大規模な施設でありながら、敷地の有効利

用により、階数を 7 階建てに抑えることで、

31ｍを超える部分の高さも約 35ｍ程度とする

ことで圧迫感の低減を図ります。 

建物を西側に寄せて、南東側に広場を設

け、クイーンの塔への見通しにも配慮しま

す。 

赤レンガ倉庫や海への眺望阻害せず、周

辺に圧迫感を与えないようにしてください。 

１－② 無線アンテナや信号灯など、施設の機能

上、屋上に設置することが必要な工作物に

ついては、設置位置について十分に配慮し

ます。 

 

設置位置について協議してください。 

２－① 眺望は確保されています。 

 
景観上支障がないものとします。 

２－② 見通し景観は確保されています。 

 
景観上支障がないものとします。 

２－③ 眺望は確保されています。 

 
景観上支障がないものとします。 

３－① 「水際線プロムナード」に沿って、人々

が座って水景を眺められるベンチや潤い

ある植栽帯を連続して設けます。 

 

水際の連続性を感じられるしつらえとしてく

ださい。 

３－② 「水際線プロムナード」側の植栽は、建

物内から運河への見通し景観を損ねない

よう樹種選定に配慮します。また、屋上

緑化を 2 階にも施し、立体的な景観を創

出することで、対岸からの風景にも配慮

します。 

敷地内から海が感じられるよう、視線が通る

樹種や配置となるよう工夫してください。 

３－③ 万国橋の袂となる敷地北西角に面して店

舗を設けるとともに、前面にオープンス

ペースを整備することで、新港地区の玄

関として特徴ある橋詰広場を創出しま

す。 

申し出の通りとして下さい。 
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３－④ ナビオス横浜の低層部と対を成す建物外
観ボリュームとすることで、新港地区の
ゲート性を感じさせるデザインとし ま
す。 
建物の低層部を約６ｍセットバックさ
せ、歩道の延長としての植栽帯を設ける
とともに、店舗の顔が橋詰広場に向か っ
て開かれたデザインとします。 
 

建物の低層部は、魅力的な橋詰空間を創

出するよう工夫してください。 

３－⑤ 「水際線プロムナード」に沿って、東西
に長いエントランスホールや食堂を設
け、デッキテラスやベンチの設置ととも
に、外構計画と一体となったゆとりある
水際空間を創出します。 

申し出の通りとして下さい。 

３－⑥ 「水際線プロムナード」に沿って設けた
エントランスホールはガラス張りとし、
開放的な構成とするとともに、南北方向
に向かって通り抜け通路を設けます。 

水際に対して圧迫感を与えない形態意匠

としてください。 

３－⑦ 「水際線プロムナード」に沿って市民も
利用できる食堂と売店を設けます。 

申し出の通りとして下さい。 

４－① 道路内の植栽と並ぶ位置で二列植栽を行
い、道路と敷地が一体となって連続的で
緑豊かな街路空間を形成します。 

申し出の通りとして下さい。詳細について

は引き続き協議してください。 

４－② 敷地境界沿いには柵は設けず、開放的な
形態意匠とします。 
 

申し出の通りとして下さい。 

４－③ 高木はみなとみらい周辺地区で見られる
代表的な既存樹種を選定し都市緑化の連
続感を担保し、国際大通りから続く クス
ノキ、海岸通りのイチョウを並木として
植えます。 
 

申し出の通りとして下さい。街路樹や緑地

などと調和のとれた樹種について、詳細に

ついては引き続き協議してください。 

４－④ 通行量の多い万国橋交差点に民間収益施
設（コンビニ）を設けます。土日を含み、
毎日 24 時間営業するコンビニは賑わい
をもたらします。また新港地区の歴史や
遺構の 屋外展示を行うとともに、キッチ
ンカーを誘致し、街ににぎわいを生み出
します。 

キッチンカーの運営体制や、赤レンガパー

クにおけるイベント等との連携方策につい

て、引き続き協議してください。 

４－⑤ 民間収益施設、売店、食堂のファサード
に大きなガラス面を使用し、開放感を高
めることで歩道から賑わいがうかがえる
形態意匠とします。 
 

申し出の通りとして下さい。外構部につい

て詳細は引き続き協議してください。 

４－⑥ 交差点の前面には人溜まりとなるオープ
ンスペースを設けます。 
 

申し出の通りとして下さい。外構部につい

て詳細は引き続き協議してください。 

４－⑦ 建物周囲の歩道空間を積極的に緑化する
とともに人々がくつろげるベンチを設置
することで、街に彩りを与えます。 
 

街並みの連続性を阻害しないよう、形態意

匠の工夫を行ってください。 

５－① 各階に庇を設け水平を強調するデザイン
とすることで、高さ方向の圧迫感を低減
します。 また東西に長い壁面は、門型フ
レームにより分節化します。 
 

申し出の通りとして下さい。詳細について

は引き続き協議を行ってください。 

５－② 新港３号線に面する、立体駐車場は高さ 
20m ラインを強調した立面とします。 
 

申し出の通りとして下さい。詳細について

は引き続き協議を行ってください。 



５－③ 建物低層部及び中層部の色彩は、赤レン
ガ倉庫との調和に配慮します。 
建物の高さを低層かつ均一とし、さらに
敷地北西側の既存の建物高さを超えない
ようにします。 
これによって、海や対岸からの眺望に配
慮した形態意匠となるように配慮しま
す。 
 
ナビオス横浜や赤レンガ倉庫の外壁意匠
を参照し、高さ 15m までレンガ調とする
等、対面敷地と対になることで “島”の
玄関が感じられるデザインとします。 
 
水平庇を基調とした端正で風格のある外
観とします。 
 

建築物は歴史やみなとらしさを演出する個

性と風格のある形態意匠となるよう、素材等

について引き続き協議してください。 

５－④ 高さを抑えたデザインとすることで、対
岸からの眺望に配慮します。 

申し出の通りとして下さい。 

５－⑤ 建物頂部は、31ｍを超える部分を中央に
配置することで、神奈川県庁舎や横浜税
関、第二合同庁舎にみられるような 左右
対称の端正で引き締まった風格ある外観
とします。 

周辺の街並みと調和するよう工夫してくだ

さい。 

５－⑥ 外観の色彩計画は、景観ガイドラインに
基づき、低中層部は濃い赤レンガ調、高
層部はやや明るめの茶色の塗装としま
す。 
本施設と来庁者用駐車場の外観デザイン
を合わせます。 
本施設の南面 1 階はガラスを多く用いて
水際に対して開放感のある意匠形態とし
ます。 

赤レンガ倉庫を始めとする歴史的建築物を

尊重したデザインとすべく素材等について

引き続き協議してください。 

６－① 外観の色彩計画は、推奨色とし、低中層
部は濃い赤レンガ調、高層部はやや明る
めの茶色とします。 

 

新港地区としてまとまりのある街並みとなる

ようにしてください。 

７－② 売店の看板は、賑わいに効果的なデザイ
ンや色彩等を工夫し、質の高い意匠・配
置とします。 
詳細は別途協議をします。 

秩序ある広告景観となるよう、協議してくだ

さい。 

７－③ 催事の際に設置する場合は別途協議しま
す。 

秩序ある広告景観となるよう、協議してくだ

さい。 

８－① 建物 2 階部分のデッキには緑化を計画
します。 

屋上の室外機等は目隠しや整然とした機 

器配置とするなどの美観対策を講じるこ 

とによって、周辺地区からの見下ろしに 

配慮します。 

風格を感じられる見下ろし景観にも配慮し

てください。 

９－① 駐車場はすべて建物内部に取り込み、街
並みの連続性に配慮します。 

申し出の通りとして下さい。 

９－② 立体駐車場は、本施設と同様の外観デザ
インを施します。 
 

街並みの連続性を阻害しない形態意匠と

してください。 



９－③ 車両出入口は見通し良く設えることで、
歩行者の安全を確保します。 
また、敷地南側の水際線プロムナードか
らの主玄関も設け、職員や来庁者の安全
性を確保します。 
歩道部分には植栽を連続させて街並みの
連続性を阻害しないしつらえとします。 
 

申し出の通りとして下さい。 

９－④ 官用車車庫および来庁者用駐車場への出
入口は、敷地北側からとします。 

街並みの連続性を阻害しない形態意匠と

してください。 

10－① ベンチや植栽に沿って低い位置に連続し
て設けることで、夜間の安全性を確保す
るとともに、新港地区らしい落ち着いた
夜間景観を創出します。 
また、ベンチ下照明や売店からの漏光等、
人々の活動場所に光だまりを作り、賑わ
いをもたせます。 

周辺との調和を重視した夜間景観を創出

するよう引き続き協議してください。 

10－② 低層部の食堂や売店は大きなガラス面を
用いることで、建築物内部の照明が外部
に漏れだす計画とします。 
 

魅力ある街路空間を演出するため、建築物

内部の照明について引き続き協議してくだ

さい。 

10－③ 演出照明は、温かみのある色温度 3,000 
ケルビン程度の光源を用います。 
 

申し出の通りとして下さい。 

10－④ 水際線の照明は、ベンチに沿って低い位
置に連続して設け、建物低層部のガラス
面からの漏れ光により水面への映り 込
みを意識した計画とします。 
 

水際線の照明は海からの工房や周辺地区

からの見下ろし景観を演出するよう、引き続

き協議してください。 

10－⑤ 本庁舎のパラペット部分を照らすことで
夜間のスカイラインを創出します。 
 

建築物の頭頂部の照明の演出について

は、引き続き協議してください。 

（Ａ４） 


